
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  

祝福家庭婦人三年総動員の意義 

真の父母經 (Ｐ471～) 

３６家庭から７７７家庭までの祝福家庭の婦人

が、１９７０年１２月１日から三年間、総動員され、全

国１０２ヶ所に１０人ずつ、１２００人が配置された。 

真の父母様は、家庭を破綻させたのがエバ

だったため、女性を第一線に立てるのであり、

妻が国のために苦労する際に、夫も息子、娘と

共に愛国の伝統を立ててこそ、復帰された家

庭として立つことができると強調された。ま

た、特に祝福家庭の婦人に対しては、北朝鮮が

再び南侵する危険性があるため、臨津江が凍

らないよう、任地で特別に祈りの精誠を捧げる

ことを願われた。それ以降、１８００家庭と６０００

家庭、６５００家庭、３００００家庭など、すべての

祝福家庭の婦人にも、このような伝統が継承

された。 
 

1 お父様が蕩減路程の道を出発する時は、家

庭を犠牲にして出発しました。お父様が北朝鮮

に向かって出発したのとは反対に、皆さんは女

性の立場で、韓国のために家を離れなければ

なりませんでした。北朝鮮のサタン世界に向か

っては男性が出発し、韓国のカインに向かって

は相対的に女性が出発したのです。 

イエス様の願いは、三年の公生涯路程の中

で、家庭的な土台を準備することでした。イエ

ス様が後のアダムだとすれば、この後のアダ

ムの前に、後のエバの基盤が形成されなけれ

ばなりませんでした。そのようにして、後のエ

バが志をもって歴史的なイエス様に侍ってさ

しあげなければならなかったのですが、そのよ

うにできませんでした。 

その三年の期間を蕩減する期間が、祝福家

庭婦人たちの三年総動員伝道期間です。祝福

家庭の婦人たちを三年間、動員した理由がここ

にあるのです。 
 

２ １９７０年１２月１日から、祝福家庭の婦人たちが

動員される理由はどこにあるのでしょうか。イ

エス様は三年路程を歩みましたが、女性によっ

てみ旨を成就できず、民族を失い、国家を失っ

てしまいました。 

ですから、祝福家庭の婦人たちは、イエス様

の三年の公生涯路程の恨を解いてさしあげる

ために、三年路程を歩みながら、イエス様が失

った民族と国家を取り戻し、世界まで取り戻し

てさしあげる基盤を準備しておかなければなり

ません。そのようにしてこそ、イエス様が願い、

待ち望んできた新婦の基準を決定できる立場

に立つのです。そのようになってこそ、自由奔

放な位置で解放を謳歌することができ、天を

中心とした平面的な基準の前に、新しい家庭を

出発できるのです。これが原理的です。ですか

ら、１９７２年までの三年間、開拓の道を行かなけ

ればなりません。 

今は、お父様が北朝鮮で監獄生活をしてい

た三年と同じ期間です。お父様は監獄生活をし

ましたが、皆さんは監獄生活ではありません。

皆さんは自由な韓国の地で、お父様が北朝鮮

の地で監獄生活をしていたのと同じ道を行く

のです。この期間は、天が祝福できるキリスト

教、(特に)キリスト教の女性たちがお父様に侍

らなかったために、お父様が受難の路程を行か

なければならなかったことを、すべて再び解い

て越えていける重要な時期です。これを知っ

て、み旨を中心 として国のために、あらゆる忠

誠を尽くさなければなりません。 
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